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研究成果の概要（和文）：本研究は，人口約2万8千人，高齢化率24.8％の地域で「認知症高齢者と家族の長期療
養を専門職連携実践（Interprofessional Work）で支える研修プログラムを社会実装して評価した．
各種研修後には，受講者の「認知症連携ケア力」の向上が確認された．短期的アウトカムとして，病院と高齢者
施設の専門職の「認知症連携ケア力」は現状維持或いはやや低下傾向だったが，地域支援者では上昇傾向であっ
た．リーダー研修受講者の成長が確認され，地域での認知症ケアの取り組みが活性化した．研究者らが開発した
認知症連携ケア研修プログラムの社会実装は，コロナ禍の影響がある中でも一定の成果が得られた．

研究成果の概要（英文）：This social implementation study and evaluation concerns a training program 
which supports the long-term care of older adults with dementia, along with their families, through 
interprofessional collaborative practice in a community with a population of 28,000 and a population
 aging rate of 24.8%.
Collaborative dementia care competency was found to improve among training attendees after each 
course. Concerning short-term outcomes, collaborative dementia care competency tended to decline 
slightly or remain consistent among professionals from hospitals and care facilities for older 
adults; however, care competency tended to increase among supporters in the community. Growth was 
also seen in those who attended the leadership training, leading to a revitalization of dementia 
care initiatives throughout the community. Despite the impacts from the COVID-19 pandemic, the 
social implementation of the authors' collaborative dementia care training program did result in a 
certain level of success.

研究分野： 老年看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義は、WHOが推奨する専門職連携教育（Interprofessional Education）を認知症ケア研修に
取り入れたこと、研修の評価にKirkpatrick（2006）の教育評価フレームワークを用いたこと、３年間にわたる
社会実装の評価は茅ら（2015）の社会実装のロジックモデルを用いたことである。社会的意義は、本研究によっ
て、認知症の早期発見から看取りまでの長期におよぶ認知症継続支援に携わる専門職や地域支援者への「認知症
連携ケア研修」として体系図けられたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当時の背景 
(1)認知症ケアの施策と研究動向 
 日本の認知症有病者数は，2012 年の 462 万人（65 歳以上人口の 15％）に対し，2025 年には
約 700 万人（約 20％）になると推計されている（厚生労働省，2014 年）．2015 年には認知症施
策推進総合戦略（新オレンジプラン）が発表された．新オレンジプランは，「認知症の人の意思
が尊重され，出来る限り住み慣れた地域の良い環境で自分らしく暮らしを続けることが出来る
社会を実現する」ことを目的にし，認知症連携パスの作成や認知症対応力向上研修，地域づくり
の取り組みや研究などが行われている． 
(2)多職種連携の研究動向 
保健医療福祉系専門職のチーム医療や多職種連携は国際的な課題であり，2002 年に英国

CAIPE（Center for Advancement of Interprofessional  Education）により専門職連携教育
（Interprofessional Education：IPE)が定義づけられ，ガイドラインが作られている（CAIPE，
2016）．研究者らが開発した「認知症連携ケア研修」（大塚ら，2016）はこの IPE 理論に基づく
ものであり，研修受講直後の連携力向上は明らかとなっている．多職種連携のための研修は各種
行われているが，受講生の行動変容や周囲への波及効果などの研修効果は明らかになっていな
い． 
(3)社会実装研究の動向 
社会実装については，科学技術政策から科学技術イノベーション政策への転換によって，社会

技術の研究開発で注目され，各分野で研究が始まっている．しかし，その方法論や評価は確立し
ていない（茅，2015）．高齢者ケア，認知症ケアの研究分野では，高齢社会の課題を見据えたコ
ミュニティづくりのアクションリサ―チの展開（秋山ら，2015）などが成果を上げており，研究
成果を社会実装する新たな研究が求められている． 
（4）本研究の位置づけ 
認知症高齢者と家族の長期療養を地域で支援していくための認知症ケアは，入院や施設入所，

在宅への移行という療養環境の変化に伴うケアの継続性が課題になっている．また，地域で認知
症の継続ケアを担う人材として連携力の高いケア人材が求められている．本研究は，一地域の行
政職や専門職及び地域住民とともに，申請者らが開発した「認知症連携ケア研修」をアクション
リサーチによって社会実装して評価し，今後の普及に貢献するものである． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，研究者らが先行研究で開発した「認知症高齢者と家族の長期療養を専門職連

携実践（Interprofessional Work：IPW）で支える研修プログラム（以下，認知症連携ケア研修）」
を特定地域で社会実装し，その評価を行うことである． 
 
３．研究方法 
 研究者，A 町の行政職・地域の保健医療福祉専門職・地域住民の 4 者の協働によって，目的達
成のための取り組みを，本研究の「認知症連携ケア研修の社会実装の評価のロジックモデル」に
基づき実施し評価した．最終アウトカムは本取り組みのビジョンでもあり，評価対象とはしなか



った． 
 A 町は人口約 2 万 8 千人，高齢化率 24.8％の地域であり，町長から研究協力の承諾を得てい
る．また，研究者の所属施設の倫理審査委員会で承認を得て実施した． 
(1)研究フィールドの組織化と実態把握 
ロジックモデルの「現状の課題」「インプット・リソース」の取り組みとして，1 年目に，A 町

の行政，地域包括支援センター，病院，高齢者施設，地域住民から本研究のコアメンバーを選出
してプロジェクト会議を組織した．プロジェクト会議で A 町の現状の課題を抽出した．病院と
施設の専門職，地域の保健医療福祉専門職，65 歳以上の地域住民，地域支援者を対象にベース
ライン調査を実施した．調査項目は，認知症の人に対する意識，他職種・多機関との連携の実際
などである． 
（2）各種研修の実施と評価の調査 
ロジックモデルの「アクティブティ/アウトプット」の取り組みとして，2・3 年目に，「認知症

連携ケア研修」を研修受講者に応じてカスタマイズして実施した，「直接的アウトカム評価」と
して，受講前後に研修成果の調査を実施した．調査項目は，講義内容の理解度，認知症の人に対
する意識，他職種・多機関との連携の実際などに加えて，認知症連携ケア力については IPW コ
ンピテンシー自己評価尺度大塚モデル改訂版（Otsuka Interprofessional work Competency 
Scale-Revisin24：以下 OIPCS-R24）（國澤ら，2017）を用いた．また，研修受講生とともに，
病院や施設及び地域で認知症カフェや研修など認知症ケアに関する取り組みをおこなった． 
（3）追跡調査 
ロジックモデルの「直接的アウトカム」「短期的アウトカム」「中長期的アウトカム：を得るた

め，3・4 年目に研修受講者への追跡調査，4 年目にベースライン調査と同様の調査をアウトカ
ム調査と関係者へのインタビュー調査を実施した． 
 
 
４． 研究成果 
 本研究では，「認知症連携ケア研修の社会実装の評価のロジックモデル」による直接的アウト
カム」と「短期的アウトカム」は確認され，認知症連携ケア研修の社会実装に一定の成果が得ら
れた．しかし，コロナ禍で取り組みの中断もあり「中長期的アウトカム」は得られなかった． 
(1)直接的アウトカム 
実装の担い手となる専門職や地域支援者を対象に実施したリーダー研修では，研修直後に受

講者の「認知症連携ケア力」の向上が確認され，その後，本取り組みの担い手となった．地域の
保健医療福祉職を対象に実施した研修でも「認知症連携ケア力」の向上は確認された．3 か月後
の追跡調査では OIPCS-R24 の下位尺度である「他者の理解と尊重」で有意な得点の上昇があり，
他専門職との関わり方や専門職間の関係性に変化が生じつつあることが伺われた． 
（2）短期的アウトカム 
ベースライン調査と 3 年後のアウトカム調査を比較した．「認知症連携ケア力」は，病院と施

設の専門職で現状維持あるいはやや低下傾向であった．病院や施設では，コロナ禍によって外部
者との交流が遮断され，施設内の連携は行われるものの，外部他機関との連携協働に制約が生じ
てしまったためと考えられた．一方，民生委員や区長など地域支援者で上昇傾向であった．地域
でもコロナ禍の影響で住民同士の交流に制限があったが，その状況だからこそ，専門職への情報
提供などを行い，連携が高まったと考えられた． 
「認知症に対する意識」は，1 年目の現状分析で『地域住民は「認知症」という言葉を使いた

がらない』という意見があった．4 年目の関係者へのインタビュー調査で，「認知症」について
の知識が普及し，認知症への関心が高まったという意見があった．ただし地域差があり，「認知
症」への偏見があるという指摘もあった． 
「認知症高齢者と家族へのケアの変化」は，コロナ禍で社会的交流に制限があり，今回の調査

ではケアの質向上の成果を見出すことはできなかった． 
「研修の担い手の出現」は，リーダー研修受講者は，各種研修の担い手となっており成長が確認
された． 
（3）中長期的アウトカム 

A 町で本研究の実装の担い手となった人々は，継続した研修実施の意向はあるものの，各施設
で組織的に取り組む段階には至っておらず，中期的アウトカムが得られたとは言いがたい．本研
究後半の 2 年間はコロナ禍で取り組みが十分できなかったことも影響していると考える． 
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